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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークと通信するノードによって行われる、デバイストリガを通信する
方法であって、前記方法は、
　第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から第１のデバイストリガ（ＤＴ）要求を受信
することであって、前記第１のＤＴ要求は、前記第１のＷＴＲＵのインターネットプロト
コル（ＩＰ）アドレスおよびトリガ参照番号を含む、ことと、
　前記第１のＤＴ要求に応答して、マシンタイプ通信インターワーキング機能（ＭＴＣ－
ＩＷＦ）アドレスを決定することと、
　第２のＤＴ要求を前記ＭＴＣ－ＩＷＦに送信することであって、前記第２のＤＴ要求は
、前記第１のＷＴＲＵの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリ
ガ参照番号を含む、ことと、
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦから第１のＤＴ応答を受信することであって、前記第１のＤＴ応答
は、第２のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参照
番号を含む、ことと、
　第２のＤＴ応答を前記第１のＷＴＲＵに送信することであって、前記第２のＤＴ応答は
、第２のＷＴＲＵの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参
照番号を含む、ことと
　を備える方法。
【請求項２】



(2) JP 6175512 B2 2017.8.2

10

20

30

40

50

　前記第２のＤＴ要求は、前記第１のＤＴ要求に対応する、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第１のＤＴ要求または前記第２のＤＴ要求の少なくとも１つは、前記第２のＷＴＲ
Ｕがセンサをアクティブにするための表示、または前記第２のＷＴＲＵのアプリケーショ
ンのためのＭＴＣデータの少なくとも１つを含む、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ノードは、サービングノードであり、前記サービングノードは、モバイル交換セン
タ（ＭＳＣ）、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、サービングゲートウェ
イ（Ｓ－ＧＷ）、またはモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）の少なくとも１つである、
請求項１の方法。
【請求項５】
　前記第１のＤＴ要求は、非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージにおいて受信される、請求
項１の方法。
【請求項６】
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦアドレスを決定することは、ルックアップ機能にアクセスすること
を含み、前記ルックアップ機能は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）またはドメインネーム
システムサーバの少なくとも１つ内に位置し、前記ＭＴＣ－ＩＷＦアドレスは、インター
ネットプロトコル（ＩＰ）アドレス、シグナリングシステム７（ＳＳ７）アドレス、また
は総合サービスディジタル網（ＩＳＤＮ）の少なくとも１つである、請求項１の方法。
【請求項７】
　第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のために働く第１のノードによって行われる、
デバイストリガを通信する方法であって、前記第１のノードは無線通信ネットワークと通
信し、前記方法は、
　前記第１のＷＴＲＵから第１のデバイストリガ（ＤＴ）要求を受信することであって、
前記第１のＤＴ要求は、前記第１のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレ
スおよびトリガ参照番号を含む、ことと、
　前記第１のＤＴ要求に応答して第２のノードアドレスを決定することであって、前記第
２のノードは第２のＷＴＲＵのために働く、ことと、
　第２のＤＴ要求を前記第２のノードに送信することであって、前記第２のＤＴ要求は、
前記第１のＷＴＲＵの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ
参照番号を含む、ことと、
　前記第２のノードから第１のＤＴ応答を受信することであって、前記第１のＤＴ応答は
、第２のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参照番
号を含む、ことと、
　第２のＤＴ応答を前記第１のＷＴＲＵに送信することであって、前記第２のＤＴ応答は
、第２のＷＴＲＵの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参
照番号を含む、ことと
　を備える方法。
【請求項８】
　前記第２のノードアドレスを決定することは、ルックアップ機能にアクセスすることを
含み、前記ルックアップ機能は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）内に位置する、請求項７
の方法。
【請求項９】
　前記第１のノードまたは前記第２のノードの少なくとも１つは、モバイル交換センタ（
ＭＳＣ）、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、サービングゲートウェイ（
Ｓ－ＧＷ）、またはモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）の少なくとも１つである、請求
項７の方法。
【請求項１０】
　第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、前記第１のＷＴＲＵはプロセッサを
備え、前記プロセッサは少なくとも、
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　マシンタイプ通信インターワーキング機能（ＭＴＣ－ＩＷＦ）アドレスを決定し、
　ユーザプレーン接続を介して前記ＭＴＣ－ＩＷＦにデバイストリガ（ＤＴ）要求を送信
し、前記ＤＴ要求は、前記第１のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレス
およびトリガ参照番号を含み、
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦからＤＴ応答を受信し、前記ＤＴ応答は、第２のＷＴＲＵに関する
第２の情報を含み、前記ＤＴ応答は、第２のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ
）アドレスおよび前記トリガ参照番号を含む
　ように構成される、第１のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、ルックアップ機能にアクセスすることによって前記ＭＴＣ－ＩＷＦ
アドレスを決定するようにさらに構成され、前記ルックアップ機能は、ドメインネームシ
ステムサーバ内に位置し、前記ＭＴＣ－ＩＷＦアドレスは、インターネットプロトコル（
ＩＰ）アドレス、シグナリングシステム７（ＳＳ７）アドレス、または総合サービスディ
ジタル網（ＩＳＤＮ）の少なくとも１つである、請求項１０の第１のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　デバイスであって、前記デバイスはプロセッサを備え、前記プロセッサは少なくとも、
　第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から第１のデバイストリガ（ＤＴ）要求を受信
し、前記第１のＤＴ要求は、前記第１のＷＴＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）ア
ドレスおよびトリガ参照番号を含み、
　前記第１のＤＴ要求に応答して、マシンタイプ通信インターワーキング機能（ＭＴＣ－
ＩＷＦ）アドレスを決定し、
　第２のＤＴ要求を前記ＭＴＣ－ＩＷＦに送信し、前記第２のＤＴ要求は、前記第１のＷ
ＴＲＵの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参照番号を含
み、
　前記ＭＴＣ－ＩＷＦから第１のＤＴ応答を受信し、前記第１のＤＴ応答は、第２のＷＴ
ＲＵのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参照番号を含み、
　第２のＤＴ応答を前記第１のＷＴＲＵに送信し、前記第２のＤＴ応答は、第２のＷＴＲ
Ｕの前記インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスおよび前記トリガ参照番号を含む
　ように構成される、デバイス。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記第１のＤＴ要求または前記第２のＤＴ要求の少なくとも１つが
、前記第２のＷＴＲＵがセンサをアクティブにするための表示、または前記第２のＷＴＲ
ＵのアプリケーションのためのＭＴＣデータの少なくとも１つを含むようにさらに構成さ
れる、請求項１２のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスは、サービングノードであり、前記サービングノードは、モバイル交換セ
ンタ（ＭＳＣ）、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、サービングゲートウ
ェイ（Ｓ－ＧＷ）、またはモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）の少なくとも１つである
、請求項１２のデバイス。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記ＭＴＣ－ＩＷＦアドレスを決定することがルックアップ機能に
アクセスすることを含み、前記ルックアップ機能が、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）また
はドメインネームシステムサーバの少なくとも１つ内に位置し、前記ＭＴＣ－ＩＷＦアド
レスは、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレス、シグナリングシステム７（ＳＳ７
）アドレス、または総合サービスディジタル網（ＩＳＤＮ）の少なくとも１つであるよう
にさらに構成される、請求項１２のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　関連技術の相互参照
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　本出願は、本明細書に全てが記載されている如くその内容全体が参照により本明細書に
組み込まれている、2012年11月19日に出願した「Device Initiated Triggers」という名
称の米国仮出願第61/727934号の利益を主張する。
【０００２】
　ＭＴＣアプリケーションは、ＭＴＣユーザ機器／無線送受信ユニット（ＵＥ／ＷＴＲＵ
）上にホストされ得る。ＵＥ／ＷＴＲＵ　ＭＴＣアプリケーションは、以下の１または複
数と対話することができるＭＴＣ通信エンドポイントとすることができる。　
－　サービス能力サーバ（ＳＣＳ）
－　アプリカントサーバ（ＡＳ）ＭＴＣアプリケーション、および／または
－　他のＵＥ／ＷＴＲＵ　ＭＴＣアプリケーション
【０００３】
　ＭＴＣアプリケーションはＡＳ上にホストされ得る。ＡＳ　ＭＴＣアプリケーションは
、以下の１または複数と対話することができるＭＴＣ通信エンドポイントとすることがで
きる。　
－　ＳＣＳ
－　ＵＥ／ＷＴＲＵ　ＭＴＣアプリケーション、および／または
－　他のＡＳ　ＭＴＣアプリケーション
【発明の概要】
【０００４】
　無線通信のための方法は、デバイストリガを用いて、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）アプ
リケーションデータをサービス能力サーバ（ＳＣＳ）からＭＴＣユーザ機器（ＵＥ）に送
信することを含む。デバイストリガは、ＭＴＣデバイスアプリケーションに、ＳＣＳとの
通信を開始するように指示するために用いられ得る。
【０００５】
　実施形態は、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信（例えば、ＭＴＣ　ｔｏ　ＭＴＣ、
またはＵＥ／ＷＴＲＵ　ｔｏ　ＵＥ／ＷＴＲＵ）のために用いられ得る、１または複数の
Ｄ２Ｄトリガリング技法を企図する。例えば実施形態は、発信元デバイスがＩＰパケット
においてデバイストリガ（ＤＴ）要求メッセージをＳＣＳに送信することができる、ＳＣ
Ｓを介したＤ２Ｄトリガリングなどの、ユーザプレーンを通じたデバイストリガリングの
ための１または複数の技法を企図する。実施形態は、発信元デバイスがＩＰパケットにお
いてＤＴ要求メッセージをＭＴＣ－ＩＷＦに送信することができる、ＭＴＣ－ＩＷＦを介
したＤ２Ｄトリガリングを企図する。
【０００６】
　実施形態は、発信元デバイスがＳＭＳにおいてＤＴ要求メッセージを終端デバイスに送
信することができる、ＳＭＳを介したＤ２Ｄトリガリングなどの、制御プレーンを通じた
デバイストリガリングのための１または複数の技法を企図する。実施形態は、発信元デバ
イスが、ＮＡＳメッセージにおいてＤＴ要求メッセージを受信側のＭＴＣ－ＩＷＦに送信
することができる、ＭＴＣ－ＩＷＦを介したＤ２Ｄトリガリングを企図する。実施形態は
、発信元デバイスが、ＮＡＳメッセージにおいてＤＴ要求メッセージを受信側のサービン
グノードに送信することができる、サービングノードを介したＤ２Ｄトリガリングを企図
する。
【０００７】
　実施形態は、発信元デバイスが、制御メッセージにおいてＤＴ要求メッセージを、Ｄ２
Ｄ無線リンクを介して受信側デバイスに直接送信することができる、直接Ｄ２Ｄ無線リン
クを介したＤ２Ｄトリガリングを企図する。実施形態は、発信元デバイスが、制御メッセ
ージにおいてＤＴ要求メッセージを、発信元デバイスの基地局および受信側デバイスの基
地局を介して受信側デバイスに送信することができる、間接Ｄ２Ｄ無線リンクを介したＤ
２Ｄトリガリングを企図する。
【０００８】
　実施形態は、本明細書で述べられる実施形態の１または複数において使用され得る、グ
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ループトリガリングをサポートする１または複数の機構を企図する。
【０００９】
　実施形態は、無線通信ネットワークと通信するノードによって行われ得る、デバイスト
リガを通信するための１または複数の技法を企図する。１または複数の技法は、第１の無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から第１のデバイストリガ（ＤＴ）要求を受信することを
含むことができる。技法はまた、第１のＤＴ要求に応答して、マシンタイプ通信インター
ワーキング機能（ＭＴＣ－ＩＷＦ）を決定することを含むことができる。技法はまた、第
２のＤＴ要求をＭＴＣ－ＩＷＦに送信することを含むことができる。実施形態はまた、Ｍ
ＴＣ－ＩＷＦから第１のＤＴ応答を受信することを企図する。第１のＤＴ応答は、第２の
ＷＴＲＵに関する第１の情報を含むことができる。
【００１０】
　実施形態は、第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のために働く（serve）第１のノ
ードによって行われ得る、デバイストリガを通信するための１または複数の技法を企図す
る。第１のノードは無線通信ネットワークと通信することができる。１または複数の技法
は、第１のＷＴＲＵから第１のデバイストリガ（ＤＴ）要求を受信することを含むことが
できる。技法はまた、第１のＤＴ要求に応答して第２のノードを決定することを含むこと
ができる。第２のノードは第２のＷＴＲＵのために働くことができる。技法は、第２のＤ
Ｔ要求を第２のノードに送信することを含むことができる。技法は、第２のノードから第
１のＤＴ応答を受信することを含むことができる。第１のＤＴ応答は、第２のＷＴＲＵに
関する第１の情報を含むことができる。
【００１１】
　実施形態は、第１の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を企図する。第１のＷＴＲＵはプ
ロセッサを備えることができる。プロセッサは少なくとも、マシンタイプ通信インターワ
ーキング機能（ＭＴＣ－ＩＷＦ）を決定するように構成され得る。プロセッサは、ユーザ
プレーン接続を介してＭＴＣ－ＩＷＦにデバイストリガ（ＤＴ）要求を送信するように構
成され得る。ＤＴ要求は第１の情報を含むことができる。プロセッサは、ＭＴＣ－ＩＷＦ
からＤＴ応答を受信するように構成され得る。ＤＴ応答は、第２のＷＴＲＵに関する第２
の情報を含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　添付図面と併せて例として示される以下の説明から詳細な理解を得ることができる。
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例示の通信システムのシ
ステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で用いられ得る、例示の無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で用いられ得る、例示の無線アクセスネット
ワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示される通信システム内で用いられ得る、例示の無線アクセスネット
ワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示される通信システム内で用いられ得る、例示の無線アクセスネット
ワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図２】実施形態と一貫性のある、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）のための例示の３ＧＰＰ
アーキテクチャを示す図である。
【図３】実施形態と一貫性のある、サービス能力サーバ（ＳＣＳ）のための例示の配備シ
ナリオを示す図である。
【図４】実施形態と一貫性のある、ＭＴＣデバイスが互いに直接通信することができる例
示の方式を示す図である。
【図５】実施形態と一貫性のある、ＭＴＣデバイスがＭＴＣサーバを介して互いに通信す
ることができる例示の方式を示す図である。
【図６】実施形態と一貫性のある、ＭＴＣデバイスがネットワーク／ＭＴＣサーバの支援
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を受けて互いに通信する例示の方式を示す図である。
【図７】実施形態と一貫性のある、ＳＣＳを通じたトリガ配信のための例示の信号フロー
を示す図である。
【図８】実施形態と一貫性のある、例示のトリガ要求フィールドを示す表である。
【図９】実施形態と一貫性のある、例示のトリガ報告フィールドを示す表である。
【図１０】実施形態と一貫性のある、マシンタイプ通信インターワーキング機能ＭＴＣ－
ＩＷＦを介した（例えばユーザプレーンを通じた）トリガ配信のための例示の信号フロー
を示す図である。
【図１１】実施形態と一貫性のある、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）を介したト
リガ配信のための例示の信号フローを示す図である。
【図１２】実施形態と一貫性のある、ＭＴＣ－ＩＷＦを介した（例えば制御プレーンを通
じた）トリガ配信のための例示の信号フローを示す図である。
【図１３】実施形態と一貫性のある、１または複数のサービングノードを介したトリガ配
信のための例示の信号フローを示す図である。
【図１４】実施形態と一貫性のある、直接無線リンクを介したトリガ配信のための例示の
信号フローを示す図である。
【図１５】間接無線リンクを介したトリガ配信のための例示の信号フローを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態が実装され得る、例示の通信システム１
００の図である。通信システム１００は、複数の無線ユーザに音声、データ、ビデオ、メ
ッセージング、放送などのコンテンツをもたらす多元接続方式とすることができる。通信
システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソースの共有を通
じて、このようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができる。例えば通信
システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波
数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）などの１または複数のチャネルアクセス方法を使用することができる。
【００１４】
　図１Ａに示されるように通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コ
アネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、お
よび他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態は、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することが理
解され得る。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境
において動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスとするこ
とができる。例えばＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送
信および／または受信するように構成されることができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、
固定またはモバイル加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
スマートフォン、ラップトップ、ノートブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、
民生用電子機器などを含むことができる。
【００１５】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことができる
。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１
１０、および／またはネットワーク１１２などの、１または複数の通信ネットワークへの
アクセスを容易にするように、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少な
くとも１つと無線でインターフェースするように構成された任意のタイプのデバイスとす
ることができる。例えば基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）、
ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アク
セスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどとすることができる。基地局１１４ａ、１１４ｂ
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はそれぞれ単一の要素として示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂは任意の数の相互接
続された基地局および／またはネットワーク要素を含み得ることが理解され得る。
【００１６】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部とすることができ、これはまた他の基地局、およ
び／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、
中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基地局１１４ａお
よび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的領域内で無
線信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルはさらにセルセクタに分
割され得る。例えば基地局１１４ａに関連するセルは、３つのセクタに分割され得る。従
って一実施形態では基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、すなわちセルの各セクタに
対して１つを含むことができる。他の実施形態では基地局１１４ａは、多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）技術を使用することができ、従ってセルの各セクタに対して複数のトランシーバ
を利用することができる。
【００１７】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切な無線通信リンク（例えば無線周波数（ＲＦ
）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができるエ
アインターフェース１１６を通じて、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
の１または複数と通信することができる。エアインターフェース１１６は、任意の適切な
無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて確立され得る。
【００１８】
　より具体的には上記のように通信システム１００は、多元接続方式とすることができ、
ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１または複数のチャ
ネルアクセス方式を使用することができる。例えばＲＡＮ１０４内の基地局１１４ａ、お
よびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭ
ＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができ、これは広帯
域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を用いてエアインターフェース１１６を確立する
ことができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）、および／または進化
型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速
ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）、および／または高速アップリンクパケッ
トアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１９】
　他の実施形態では基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、進
化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができ、
これはＬＴＥ（登録商標）（Long Term Evolution）および／またはＬＴＥアドバンスト
（ＬＴＥ－Ａ）を用いてエアインターフェース１１６を確立することができる。
【００２０】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Micro
wave Access））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　Ｅ
Ｖ－ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標
準８５６（ＩＳ－８５６）、ＧＳＭ（登録商標）（Global System for Mobile Communica
tions）、ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ
）などの無線技術を実施することができる。
【００２１】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、
またはアクセスポイントとすることができ、事業所、ホーム、乗り物、キャンパスなどの
局所的領域における無線接続性を容易にするための任意の適切なＲＡＴを利用することが
できる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線ロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１１などの
無線技術を実施することができる。他の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１
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０２ｃ、１０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するために
、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施することができる。他の実施形態では、基
地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立
するために、セルラベースのＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、Ｌ
ＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用することができる。図１Ａに示されるように基地局１１４
ｂは、インターネット１１０への直接接続を有することができる。従って基地局１１４ｂ
は、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセスする必要はない。
【００２２】
　ＲＡＮ１０４はコアネットワーク１０６と通信することができ、これは音声、データ、
アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（Voice over IP）サービスを、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数にもたらすように構成された任意
のタイプのネットワークとすることができる。例えばコアネットワーク１０６は、呼制御
、料金請求サービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイドコール、インターネッ
ト接続性、ビデオ配信等をもたらすことができ、および／またはユーザ認証などの高レベ
ルセキュリティ機能を行うことができる。図１Ａに示されないが、ＲＡＮ１０４および／
またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用
する他のＲＡＮと直接または間接に通信できることが理解され得る。例えば、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ無線技術を利用し得るＲＡＮ１０４に接続されることに加えて、コアネットワーク１０
６はまた、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信することができる。
【００２３】
　コアネットワーク１０６はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／ま
たは他のネットワーク１１２にアクセスするように、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとして働くことができる。ＰＳＴＮ１０８は、従来
型電話サービス（plain old telephone service）（ＰＯＴＳ）をもたらす回線交換電話
網を含むことができる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコ
ル群におけるＴＣＰ、ＵＤＰおよびＩＰなどの共通通信プロトコルを用いる相互接続され
たコンピュータネットワークおよびデバイスの地球規模のシステムを含むことができる。
ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される
有線もしくは無線通信ネットワークを含むことができる。例えばネットワーク１１２は、
ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用することができる１または複数のＲ
ＡＮに接続された、別のコアネットワークを含むことができる。
【００２４】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
は全ては、マルチモード能力を含むことができ、すなわちＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを通じて異なる無線ネットワークと通信するた
めの複数のトランシーバを含むことができる。例えば図１Ａに示されるＷＴＲＵ１０２ｃ
は、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８
０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００２５】
　図１Ｂは、例示のＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるようにＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マ
イク１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非リムーバブルメ
モリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳチップセット１３６、およ
び他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と一貫性を保ち
ながら、上記の要素の任意のサブコンビネーションを含み得ることが理解され得る。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１または
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ
回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などとすることができる。プロセ
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ッサ１１８は、信号符号化、データ処理、電源制御、入力／出力処理、および／またはＷ
ＴＲＵ１０２が無線環境において動作することを可能にする任意の他の機能を行うことが
できる。プロセッサ１１８はトランシーバ１２０に結合されることができ、これは送受信
要素１２２に結合され得る。図１Ｂはプロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を別々
の構成要素として示すが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０は、電子回路パッ
ケージまたはチップ内に一緒に統合され得ることが理解され得る。
【００２７】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を通じて、基地局（例えば基地局１
１４ａ）に信号を送信し、またはそれから信号を受信するように構成され得る。例えば一
実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成
されたアンテナとすることができる。他の実施形態では送受信要素１２２は、例えばＩＲ
、ＵＶまたは可視光信号を送信および／または受信するように構成された放射器／検出器
とすることができる。他の実施形態では送受信要素１２２は、ＲＦおよび光信号の両方を
送信および受信するように構成され得る。送受信要素１２２は、無線信号の任意の組合せ
を送信および／または受信するように構成され得ることが理解され得る。
【００２８】
　さらに図１Ｂでは送受信要素１２２は単一の要素として示されるが、ＷＴＲＵ１０２は
、任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より具体的にはＷＴＲＵ１０２は、
ＭＩＭＯ技術を使用することができる。従って一実施形態ではＷＴＲＵ１０２は、エアイ
ンターフェース１１６を通じて無線信号を送信および受信するために、２つ以上の送受信
要素１２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２９】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送受
信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成され得る。上記のようにＷＴ
ＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる。従ってトランシーバ１２０は、
例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを通じてＷＴＲＵ１０２
が通信することを可能にするために、複数のトランシーバを含むことができる。
【００３０】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、
および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
ディスプレイユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット）
に結合することができ、それらからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセッ
サ１１８はまた、スピーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプ
レイ／タッチパッド１２８に、ユーザデータを出力することができる。さらにプロセッサ
１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２などの
任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスし、それらにデータを記憶することが
できる。非リムーバブルメモリ１３０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスクまたは任意の
他のタイプのメモリ記憶装置を含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、加入者
識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリ
カードなどを含むことができる。他の実施形態ではプロセッサ１１８は、サーバまたはホ
ームコンピュータ（図示せず）上などの、物理的にＷＴＲＵ１０２上にないメモリからの
情報にアクセスし、それにデータを記憶することができる。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
他の構成要素に電力を分配および／または制御するように構成され得る。電源１３４は、
ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適切なデバイスとすることができる。例えば
電源１３４は、１または複数の乾電池（例えばニッケル－カドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッ
ケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉイオン）など
）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００３２】
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　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６に結合されることができ、これは
ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度および緯度）をもたらすよう
に構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えてまたはその代わりに、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、エアインターフェース１１６を通じて基地局（例えば基地局１１４ａ、
１１４ｂ）から位置情報を受信することができ、および／または２つ以上の近くの基地局
から受信される信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができる。ＷＴＲＵ
１０２は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の適切な位置決定方法によって位置情報
を取得できることが理解され得る。
【００３３】
　プロセッサ１１８はさらに他の周辺装置１３８に結合されることができ、これはさらな
る特徴、機能および／または有線もしくは無線接続性をもたらす１または複数のソフトウ
ェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる。例えば周辺装置１３８
は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオ用
）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ送受信機、ハン
ズフリーヘッドセット、ブルートゥース（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラ
ジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュ
ール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００３４】
　図１Ｃは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上記のようにＲＡＮ１０４は、ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアインターフェ
ース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。Ｒ
ＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０６と通信することができる。図１Ｃに示される
ようにＲＡＮ１０４は、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、これ
らはそれぞれ、エアインターフェース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃと通信するための１または複数のトランシーバを含むことができる。ノードＢ１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０４内の特定のセル（図示せず）に関連さ
れ得る。ＲＡＮ１０４はまた、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂを含むことができる。ＲＡＮ１
０４は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の数のノードＢおよびＲＮＣを含み得るこ
とが理解され得る。
【００３５】
　図１Ｃに示されるようにノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信するこ
とができる。さらにノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信することができる。ノー
ドＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを通じて、それぞれのＲ
ＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒ
インターフェースを通じて互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそ
れぞれは、それが接続されるそれぞれのノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御す
るように構成され得る。さらにＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、アウターループ
電力制御、負荷制御、アドミッション制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバ制
御、マクロダイバーシティ、セキュリティ機能、データ暗号化などを実行またはサポート
するように構成され得る。
【００３６】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、モバイル交換センタ（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含
むことができる。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０６の一部として示される
が、これらの要素のいずれの１つも、コアネットワークオペレータ以外のエンティティに
よって所有および／または運用され得ることが理解され得る。
【００３７】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを通じてコアネットワ
ーク１０６内のＭＳＣ１４６に接続され得る。ＭＳＣ１４６は、ＭＧＷ１４４に接続され
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得る。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従
来型の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ１０８などの回線交
換網へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにもたらすことができる。
【００３８】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａはまた、ＩｕＰＳインターフェースを通じてコアネッ
トワーク１０６内のＳＧＳＮ１４８に接続され得る。ＳＧＳＮ１４８は、ＧＧＳＮ１５０
に接続され得る。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インターネット１１０
などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
にもたらすことができる。
【００３９】
　上記のようにコアネットワーク１０６はまた、ネットワーク１１２に接続されることが
でき、これは他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される他の有線も
しくは無線ネットワークを含むことができる。
【００４０】
　図１Ｄは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０７のシステム図で
ある。上記のようにＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアインターフ
ェース１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。
ＲＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０７と通信することができる。
【００４１】
　ＲＡＮ１０４はｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、ＲＡ
Ｎ１０４は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の数のｅノードＢを含み得ることが理
解されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはそれぞれ、エアインターフェー
ス１１６を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数
のトランシーバを含むことができる。一実施形態ではｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１
６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。従って例えばｅノードＢ１６０ａは、
複数のアンテナを用いてＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、それから無線信号を受信
することができる。
【００４２】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）に関
連することができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよび／ま
たはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを取り扱うように構成され得る
。図１Ｄに示されるように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２インター
フェースを通じて互いに通信することができる。
【００４３】
　図１Ｄに示されるコアネットワーク１０７は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１６２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１６６を含むことができる。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０
７の一部として示されるが、これらの要素のいずれの１つも、コアネットワークオペレー
タ以外のエンティティによって所有および／または運用され得ることが理解されよう。
【００４４】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェースを通じてＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６０ａ
、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続されることができ、制御ノードとして働くことが
できる。例えばＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証
すること、ベアラアクティベーション／非アクティベーション、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃの最初のアタッチ時に特定のサービングゲートウェイを選択することなど
に対して責任をもち得る。ＭＭＥ１６２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭ
Ａなどの他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間の切り換えのための、制
御プレーン機能をもたらすことができる。
【００４５】
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　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを通じてＲＡＮ１０４内のｅ
ノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続され得る。サービングゲートウ
ェイ１６４は一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにおよびそれらから、ユー
ザデータパケットを経路指定および転送することができる。サービングゲートウェイ１６
４はまた、ｅノードＢ間ハンドオーバ時にユーザプレーンをアンカリングすること、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのためにダウンリンクデータが使用可能であるときに
ページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを
管理および記憶することなどの、他の機能を行うことができる。
【００４６】
　サービングゲートウェイ１６４はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ
対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インターネット１１０などのパケット交
換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにもたらすことが
できる、ＰＤＮゲートウェイ１６６に接続され得る。
【００４７】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えばコアネットワーク１０７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来型の陸線
通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのア
クセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにもたらすことができる。例えばコアネ
ットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェース
として働くＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ
）を含むことができ、またはそれと通信することができる。さらにコアネットワーク１０
７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスをもた
らすことができ、これは他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される
他の有線もしくは無線ネットワークを含むことができる。
【００４８】
　図１Ｅは、実施形態によるＲＡＮ１０５およびコアネットワーク１０９のシステム図で
ある。ＲＡＮ１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用してエアインターフェース
１１７を通じてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する、アクセスサービスネ
ットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。以下でさらに論じられるように、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０５、およびコアネットワーク１０９の異なる機
能エンティティ間の通信リンクは、基準点として定義され得る。
【００４９】
　図１Ｅに示されるようにＲＡＮ１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ、およ
びＡＳＮゲートウェイ１８２を含むことができるが、ＲＡＮ１０５は、実施形態と一貫性
を保ちながら、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含み得ることが理解されよ
う。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはそれぞれＲＡＮ１０５内の特定のセル（図示
せず）に関連することができ、それぞれエアインターフェース１１７を通じてＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバを含むことが
できる。一実施形態では基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施す
ることができる。従って例えば基地局１８０ａは、複数のアンテナを用いてＷＴＲＵ１０
２ａに無線信号を送信し、それから無線信号を受信することができる。基地局１８０ａ、
１８０ｂ、１８０ｃはまた、ハンドオフトリガリング、トンネル確立、無線リソース管理
、トラフィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシー実施などのモビリティ管理機能を
もたらすことができる。ＡＳＮゲートウェイ１８２は、トラフィック集約ポイントとして
働くことができ、ページング、加入者プロファイルのキャッシング、コアネットワーク１
０９への経路指定などに対して責任をもち得る。
【００５０】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０５との間のエアインターフェース
１１７は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実施するＲ１基準点として定義され得る。さらに
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれは、コアネットワーク１０９との論理
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インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃとコアネットワーク１０９との間の論理インターフェースは、Ｒ２基準点として
定義することができ、これは認証、承認、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビリテ
ィ管理のために用いられ得る。
【００５１】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンド
オーバおよび基地局間のデータの転送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８基準点と
して定義され得る。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８２と
の間の通信リンクは、Ｒ６基準点として定義され得る。Ｒ６基準点は、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれに関連するモビリティイベントに基づくモビリティ管理
を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００５２】
　図１Ｅに示されるようにＲＡＮ１０５は、コアネットワーク１０９に接続され得る。Ｒ
ＡＮ１０５とコアネットワーク１０９の間の通信リンクは、例えばデータ転送およびモビ
リティ管理能力を容易にするためのプロトコルを含むＲ３基準点として定義され得る。コ
アネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１８４、認
証、承認、アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウェイ１８８を含む
ことができる。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０９の一部として示されるが
、これらの要素のいずれの１つも、コアネットワークオペレータ以外のエンティティによ
って所有および／または運用され得ることが理解されよう。
【００５３】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理に対して責任をもつことができ、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワークの間でロ
ーミングすることを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ１８４は、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インターネ
ット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃにもたらすことができる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証、およびユーザ
サービスをサポートすることに対して責任をもち得る。ゲートウェイ１８８は、他のネッ
トワークとのインターワーキングを容易にする。例えばゲートウェイ１８８は、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来型の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするた
めに、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃにもたらすことができる。さらにゲートウェイ１８８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスをもたらすことができ、これは他のサ
ービスプロバイダによって所有および／または運用される他の有線もしくは無線ネットワ
ークを含むことができる。
【００５４】
　図１Ｅには示されないが、ＲＡＮ１０５は他のＡＳＮに接続されることができ、コアネ
ットワーク１０９は他のコアネットワークに接続され得ることが理解されよう。ＲＡＮ１
０５と他のＡＳＮの間の通信リンクは、Ｒ４基準点として定義されることができ、これは
ＲＡＮ１０５と他のＡＳＮの間のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを
協調させるためのプロトコルを含むことができる。コアネットワーク１０９と他のコアネ
ットワークの間の通信リンクは、Ｒ５基準として定義されることができ、これはホームコ
アネットワークと訪問先のコアネットワークの間のインターワーキングを容易にするため
のプロトコルを含むことができる。
【００５５】
　説明のために、かつ限定するものではなく、１または複数の実施形態は以下の略語を企
図する。　
　ＡＳ　　　　　　アプリケーションサーバ
　ＣＮ　　　　　　コアネットワーク
　ＣＳ　　　　　　回線交換
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　Ｄ２Ｄ　　　　　デバイスツーデバイス
　ＤＮＳ　　　　　ドメインネームシステム
　ＤＴ　　　　　　デバイストリガ
　ＦＱＤＮ　　　　完全修飾ドメインネーム
　ＨＳＳ　　　　　ホーム加入者サーバ
　ＩＭＳＩ　　　　国際移動電話加入者識別番号
　ＩＳＤＮ　　　　総合サービスデジタル網
　ＭＭＥ　　　　　モバイル管理エンティティ
　ＭＯ　　　　　　モバイル起源
　ＭＳ　　　　　　移動局
　ＭＳＣ　　　　　モバイル交換センタ
　ＭＳＩＳＤＮ　　移動加入ＩＳＤＮ
　ＭＴ　　　　　　モバイル終端型
　ＭＴＣ　　　　　マシンタイプ通信
　ＭＴＣ－ＩＷＦ　ＭＴＣインターワーキング機能
　ＰＳ　　　　　　パケット交換型
　ＲＮＴＩ　　　　無線ネットワーク一時的識別
　ＳＣ　　　　　　サービスセンタ
　ＳＣＳ　　　　　サービス能力サーバ
　ＳＧＳＮ　　　　サービングＧＰＲＳサポートノード
　Ｓ－ＧＷ　　　　サービングゲートウェイ
　ＳＭＳ　　　　　ショートメッセージサービス
　ＳＭＳ－ＳＣ　　ＳＭＳサービスセンタ
　ＳＳ７　　　　　信号方式Ｎｏ．７
【００５６】
　また、１または複数の実施形態は、「サービングノード」という用語は、例えばＭＳＣ
、ＳＧＳＮ、Ｓ－ＧＷ、および／またはＭＭＥを指し得ることを企図する。
【００５７】
　実施形態は、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．６８２は、マシンタイプ通信ＭＴＣのための３ＧＰ
Ｐアーキテクチャを提示することを認識し、その例は図２に示される。このアーキテクチ
ャにおけるＭＴＣ関連エンティティは、他のノード／デバイスの中でもＭＴＣユーザ機器
ＵＥ（または、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ））、ＭＴＣ－ＩＷＦ、サービス能力サー
バＳＣＳ、および／またはアプリケーションサーバＡＳを含むことができる。実施形態は
また、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．３６８は、３ＧＰＰ　Ｍ２Ｍアーキテクチャのためのいくら
かの記述をもたらすことを認識する。例えばＴｓｍｓおよびＴｓｐインターフェースは、
基準点を有することができる。
【００５８】
　ＳＣＳは、ホーム公衆陸上移動体ネットワーク（ＨＰＬＭＮ）のオペレータによって、
および／またはＭＴＣサービスプロバイダによって制御され得る。ＳＣＳの配備は、図３
に示されるようにオペレータドメインの内側または外側とすることができる。ＳＣＳは、
内部ネットワーク機能と見なすことができ、および／または例えばＳＣＳがオペレータド
メインの内側に配備され得るときはオペレータ制御型とすることができる。ＳＣＳは、例
えばＳＣＳがオペレータドメインの外側に配備され得るときは、ＭＴＣサービスプロバイ
ダ制御型とすることができる。他のシナリオの中でもこのようなシナリオでは、ＭＴＣ－
ＩＷＦとＳＣＳの間の通信のために、セキュリティおよび／またはプライバシー保護が有
用となり得る。
【００５９】
　以下のパラグラフは、図２および図３における、３ＧＰＰで規定されるＭＴＣエンティ
ティおよび／または機能の１または複数についての概説をもたらす。
【００６０】
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　サービス能力サーバ（ＳＣＳ）は、３ＧＰＰネットワークに接続して、デバイストリガ
リングのためにＵＥ／ＷＴＲＵ　ＭＴＣアプリケーション、および／またはＨＰＬＭＮに
おけるＭＴＣ－ＩＷＦ、および／またはＳＭＳ－ＳＣと通信することができるエンティテ
ィである。ＳＣＳは、１または複数のＭＴＣアプリケーションによる使用のための能力を
提供することができる。
【００６１】
　ＵＥ／ＷＴＲＵは、マシンタイプ通信に適するように装備されることができ、および／
またはＰＬＭＮを通じて、１または複数のＳＣＳおよび／または１または複数の他のＭＴ
Ｃ　ＵＥ／ＷＴＲＵと通信することができる。ＭＴＣ　ＵＥ／ＷＴＲＵは、１または複数
のＭＴＣ　ＵＥ／ＷＴＲＵアプリケーションをホストすることができる。外部ネットワー
クにおける１または複数の対応するＭＴＣアプリケーションは、１または複数のＡＳまた
はＳＣＳ上にホストされ得る。ＭＴＣ　ＵＥ／ＷＴＲＵはまた、セルラ無線をもたない場
合もあるデバイスとすることができ、および／またはセルラゲートウェイを用いてＰＬＭ
Ｎにアクセスすることができる。
【００６２】
　アプリケーションサーバ（ＡＳ）（例えば２００１および／または２００２）は、１ま
たは複数のＭＴＣアプリケーションをホストすることができる。ＡＳは、１または複数の
ＳＣＳ、および／またはＧＧＳＮ／Ｐ－ＧＷとインターフェースすることができる。
【００６３】
　ＭＴＣインターワーキング機能（ＭＴＣ－ＩＷＦ）は、ＳＣＳから内部ＰＬＭＮトポロ
ジを隠すことができる。ＭＴＣ－ＩＷＦは、恐らくＭＴＣ　ＵＥ／ＷＴＲＵトリガリング
などのＰＬＭＮにおけるＭＴＣ機能をサポートするために、それ自体とＳＣＳの間で（例
えばＴｓｐ基準点を通じて）用いられ得る、シグナリングプロトコルを中継／変換するこ
とができる。
【００６４】
　実施形態は、少量のＭＴＣデバイスアプリケーションデータをＳＣＳからＭＴＣ　ＵＥ
／ＷＴＲＵに送信するために、デバイストリガが用いられ得ることを企図する。例えばデ
バイストリガは、他のシナリオの中でも（例えばわずかな応答のみが期待され得るときな
ど）、恐らく応答が期待され得ないときに、ある量（例えば比較的少量）のデータをアプ
リケーションに送信するために用いられ得る。やはり例として、ＳＣＳ（または他のノー
ド）は、デバイストリガを用いてセンサがオンになるように指示することができる。例え
ばＳＣＳが応答を期待できない場合は、ＩＰ接続は有用とはなり得ない。
【００６５】
　デバイストリガは、ＭＴＣデバイスアプリケーションにＳＣＳとの通信を開始するよう
に指示するために用いられ得る。いくつかの実施形態ではＭＴＣ　ＵＥ／ＷＴＲＵは、少
なくとも１つのＩＰアドレスを、恐らくまだそれを有していない場合に、取得することが
できる。いくつかの実施形態ではデバイストリガは、恐らくＳＣＳ（または他のノード）
が、ＩＰアドレスを有していない場合があるＭＴＣデバイスアプリケーションに（例えば
ＭＴＣは通信の時点でＩＰアドレスを取得していない場合があり、および／またはＭＴＣ
デバイスが通信のためにＩＰアドレスを取得／使用することは有用でない場合があるなど
）アドレス指定することを望む場合に有用となり得る。
【００６６】
　実施形態は、すでにＩＰアドレスを有し得るＭＴＣデバイスアプリケーションに、トリ
ガを配信すること（例えばそれに向かって送信する、送る、および／または転送するなど
）を企図する。実施形態は、ＳＣＳがＭＴＣデバイスアプリケーションとの接続を確立す
ることを望む場合があり、ＳＣＳはデバイスのＩＰアドレスを知り得ない場合などのシナ
リオを認識する。またＳＣＳは、ＭＴＣデバイスがＩＰアドレスを有するかどうかが不確
かな場合がある。実施形態は、ＭＴＣ－ＩＷＦはデバイスにトリガを配信できることを認
識する。実施形態はまた、ＭＴＣ－ＩＷＦはトリガ要求に対して、デバイスがすでにＩＰ
アドレスを有すること、および／またはＩＰアドレスをもたらすことの表示を用いて返答
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できることを認識する。実施形態はまた、ネットワークオペレータは、トリガの配信に対
してＳＣＳに課金し得ることを認識する。
【００６７】
　実施形態は、３ＧＰＰ　ＴＲ２２．８０３は、デバイス開始型トリガの有用性を述べず
に、近接するデバイス間の発見および通信について述べていることを認識する。実施形態
は、それらが接続することを望むピアを発見できるＵＥ／ＷＴＲＵは、トリガをピアに送
信できることを企図する。
【００６８】
　実施形態は、３ＧＰＰ　ＴＲ２２．８８８は、ＭＴＣ　Ｄ２Ｄ通信のための様々な使用
のケースについて述べていることを認識する。実施形態は直接Ｄ２Ｄ通信を認識する。例
えば図４において、１つのＭＴＣデバイスは、恐らくそれがターゲットＭＴＣデバイス（
これは図４のいずれのＭＴＣデバイスにもなり得る）のＩＰアドレスおよび／またはＭＳ
ＩＳＤＮを知っている場合は、３ＧＰＰネットワークを通じて別のＭＴＣデバイスと直接
通信することができる。
【００６９】
　実施形態は、ＭＴＣサーバを通じた間接Ｄ２Ｄ通信を認識する。図５に示される例など
のこのようなシナリオでは、一部または全てのデータ伝送はＭＴＣサーバを通過すること
ができる。ＭＴＣデバイスは互いのルーティング可能な識別子を知らない場合があり、一
方、ＭＴＣサーバは、その制御下のＭＴＣデバイスの識別子（ルーティング可能またはル
ーティング不可能な、例えばＩＰアドレス、ＭＳＩＳＤＮ、および／またはアプリケーシ
ョンレイヤ識別子など）を見出すための機構を所有することができ、またはもたらすこと
が可能であり得る。
【００７０】
　実施形態は、ネットワーク支援型間接Ｄ２Ｄ通信を認識する。図６に示される例などの
このようなシナリオでは、一部または全てのデータ伝送は、ネットワーク／ＭＴＣサーバ
の名前解決機能によって支援されるデータセッションの確立によって、互いに通信され得
る。名前解決機能は、既存のネットワークエンティティ例えばＤＮＳ内に、またはＭＴＣ
サーバ内に統合され得る。このようなシナリオではＭＴＣデバイスは、互いのルーティン
グ不可能な識別子（例えばＭＳＩＳＤＮ、ＳＩＰ　ＵＲＬ等）以上のものを知り得ない。
識別子のタイプは、特定のアプリケーションに従うものとすることができる。名前解決機
能は、その制御下のリモートに通信するＭＴＣデバイスを見出す機構をもたらすことがで
きる。発信元ＭＴＣデバイスは、名前解決機能に、ターゲットＭＴＣデバイスのルーティ
ング不可能な識別子を問い合わせることができる。発信元ＭＴＣデバイスは、例えばター
ゲットＭＴＣデバイスのルーティング可能な識別子（例えばＩＰアドレス）を取り出すこ
とによって、データをターゲットＭＴＣデバイスに直接送信することができる。
【００７１】
　実施形態は、ＭＴＣデバイスがＳＣＳと通信することができるなどのシナリオをもたら
すことができる、１または複数のアーキテクチャを認識する。実施形態は、これはデバイ
ス間の少なくとも一部の通信が、ＳＣＳを通って経路指定され得ない場合に有用となり得
ることを企図する。例えば実施形態は、より多くの直接ＵＥ／ＷＴＲＵ通信が有用となり
得ることを企図する。
【００７２】
　実施形態は、ビデオをＵＥ／ＷＴＲＵにストリームすることができるモーションアクテ
ィブ化型（activated）ビデオカメラなどの１または複数のシナリオを企図する。時には
、カメラおよびＵＥ／ＷＴＲＵは接続を維持しなくてもよい。いくつかの実施形態では、
イベント（例えばモーションの検出）が、ＵＥ／ＷＴＲＵにビデオをストリームすること
を提供するように、カメラに動機付けすることができる。１または複数の実施形態は、ビ
デオカメラがＵＥ／ＷＴＲＵのＩＰアドレスを知っていることを前提とされ得ない、およ
び／またはさらにはＵＥ／ＷＴＲＵがＩＰアドレスを有し得ることを企図する。
【００７３】
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　実施形態は、ＳＣＳがＭＴＣ－ＩＷＦを通じてＭＴＣデバイスをトリガできる場合のシ
ナリオに対する、デバイストリガ機構定義を認識する。実施形態は、このような定義は、
デバイスツーデバイス通信に対しては適用できない、および／または不十分な場合がある
ことを企図する。実施形態は、デバイスがトリガを、１または複数の他のデバイスに、例
えば１または複数の他のデバイスに直接、送信することを可能にし得る１または複数の機
構を企図する。
【００７４】
　実施形態はＳＣＳを通じたＤ２Ｄトリガリングを企図する。いくつかの実施形態では、
発信元デバイスは、ユーザプレーンを通じてＩＰパケットにおいてＤＴ要求メッセージを
ＳＣＳに送信することができる。この方式は、例えば他のシナリオの中でも、ＭＴＣ　Ｕ
Ｅ／ＷＴＲＵがＳＣＳを通じて通信できる場合などのシナリオに適用することができる。
例示の技法は図７に示される。７００１で、ＷＴＲＵはトリガ要求を、例えばＳＧｉ／Ｇ
ｉユーザプレーン（図示せず）を通じてそのＳＣＳに送信することができる。トリガ要求
は、図８に示されるフィールドの１または複数を含むことができる。
【００７５】
　７００２で、送信側のＳＣＳは、トリガ要求を受信側のＳＣＳに転送することができる
。受信側のＳＣＳは、送信側が受信側をトリガすることを許可されていることを検証する
ことができる。いくつかの実施形態では送信側のＳＣＳは、ＤＮＳルックアップを通じて
、ＭＴＣ－ＩＷＦ問い合わせを通じて、および／またはトリガ要求から、受信側のＳＣＳ
のアドレスを決定することができる。ＭＴＣ－ＩＷＦは、他のシナリオの中でも、例えば
それがＭＴＣ－ＩＷＦ問い合わせを通じて決定される場合は、ＳＣＳアドレスをＨＳＳか
らフェッチすることができる。いくつかの実施形態では、送信側および受信側は、同じＳ
ＣＳに登録され得る。他の中でもこのようなシナリオでは、ＳＣＳは１または複数、また
は全てのトリガ要求をＭＴＣ－ＩＷＦに直接転送することができる。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、他のシナリオの中でも恐らくトリガがグループ識別子に向か
って送信され得る場合は、トリガ要求を、１または複数の個々のデバイスに向かって送信
され得るおよび／またはより小さなグループにブロードキャストされ得る、１または複数
の個々のトリガ要求に分解することが送信側ＳＣＳの役割となり得る。
【００７７】
　７００４で、受信側ＳＣＳはトリガ要求を、例えばＴｓｐ基準点（図示せず）を通じて
、ＭＴＣ－ＩＷＦに転送することができる。トリガ要求は、図８に示されるフィールドの
１または複数を含むことができる。
【００７８】
　７００６で、トリガを受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに配信するために、１または複数のトリガ
配信手順が用いられ得る。いくつかの実施形態ではトリガメッセージは、受信側がＳＣＳ
に応答しない場合もあるように、および／またはトリガを開始したデバイスに応答できる
ように変更され得る。いくつかの実施形態では、ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＳＣＳおよび／また
は送信側ＵＥ／ＷＴＲＵが受信側デバイスをトリガすることを承認され得ることを確証す
ることができる。
【００７９】
　７００８で、ＭＴＣ－ＩＷＦは、トリガを要求したＳＣＳに報告を送信することができ
る。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの１または複数を含むことができる。
【００８０】
　７０１０で、受信側のＳＣＳは、トリガ報告を送信側のＳＣＳに転送することができる
。いくつかの実施形態では、送信側のＳＣＳと受信側のＳＣＳは同じでもよい。
【００８１】
　７０１２で、送信側のＳＣＳは、トリガ報告を送信側ＵＥ／ＷＴＲＵに転送することが
できる。
【００８２】
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　実施形態は、ＭＴＣ－ＩＷＦを通じた（例えばユーザプレーンを通じた）Ｄ２Ｄトリガ
リングを企図する。いくつかの実施形態では、発信元デバイスは、ユーザプレーンを通じ
てＩＰパケットにおいてＤＴ要求メッセージをＭＴＣ－ＩＷＦに送信することができる。
１または複数の実施形態は、ＭＴＣ－ＩＷＦがＳＧｉ／Ｇｉ基準点（図示せず）への接続
を有し得ることを企図する。例示の技法は図１０に示される。
【００８３】
　１０００１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵの外部識別子を用いて
、用いられ得るＭＴＣ－ＩＷＦのＤＮＳルックアップを行うことができる。ＤＮＳサーバ
は、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵの外部識別子を用いて、用いられ得るＭＴＣ－ＩＷＦのＩＰア
ドレスをルックアップすることができる。ＤＮＳサーバは、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵにＭＴ
Ｃ－ＩＷＦ　ＩＰアドレスをもたらすことができる。
【００８４】
　１０００２で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、ＳＧｉ／Ｇｉユーザプレーン（図示せず）を
通じて、デバイストリガ要求をＭＴＣ－ＩＷＦに送信することができる。トリガ要求は、
図８に示されるフィールドの１または複数を含むことができる。いくつかの実施形態では
、他のシナリオの中でも恐らくトリガがグループ識別子に向かって送信される場合は、ト
リガ要求を、１または複数の個々のデバイスに向かって送信され得るおよび／またはより
小さなグループにブロードキャストされ得る、１または複数の個々のトリガ要求に分解す
ることがＭＴＣ－ＩＷＦの役割となり得る。
【００８５】
　１０００４で、トリガを受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに配信するために、１または複数のトリ
ガ配信手順が用いられ得る。いくつかの実施形態ではトリガメッセージは、受信側がＳＣ
Ｓに応答しない場合もあるように、および／またはトリガを開始したデバイスに応答でき
るように変更され得る。いくつかの実施形態では、ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＳＣＳおよび／ま
たは送信側ＵＥ／ＷＴＲＵが受信側デバイスをトリガすることを承認され得ることを、確
証することができる。
【００８６】
　１０００６で、ＭＴＣ－ＩＷＦは、トリガを要求したＵＥ／ＷＴＲＵにトリガ報告をも
たらすことができる。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの１または複数を含むこ
とができる。
【００８７】
　実施形態は、ＳＭＳを通じたＤ２Ｄトリガリングを企図する。発信元デバイスは、ＳＭ
ＳにおいてＤＴ要求メッセージを受信側に送信することができる。例示の技法は図１１に
示される。１１００１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、トリガ要求を含んだＳＭＳをＳＭＳ
－ＳＣに送信することができる。トリガ要求は、図８に示されるフィールドの１または複
数を含むことができる。
【００８８】
　１１００２で、ＳＭＳ－ＳＣは、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵが、トリガを受信側ＵＥ／ＷＴ
ＲＵに送信することを承認されていることをチェックすることができる。いくつかの実施
形態ではＳＭＳ－ＳＣは、ＨＳＳに問い合わせることによって承認を行うことができ、お
よび／またはＳＭＳ－ＳＣは、ＭＴＣ－ＩＷＦ（図示せず）が承認を行い得る（例えば、
図示されていないＴ４基準点を通じて）ことを要求することができる。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、他のシナリオの中でも恐らくトリガがグループ識別子に向か
って送信される場合は、トリガ要求を、１または複数の個々のデバイスに向かって送信さ
れ得るおよび／またはより小さなグループにブロードキャストされ得る、１または複数の
個々のトリガ要求に分解することがＳＭＳ－ＳＣの役割となり得る。
【００９０】
　１１００４で、ＳＭＳ－ＳＣは、トリガがＳＭＳ－ＳＣによって受け入れられたかどう
かを報告することができる。１１００６で、トリガを受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに配信するた
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めに、１または複数のＳＭＳ配信手順が用いられ得る。いくつかの実施形態ではトリガメ
ッセージは、受信側がＳＣＳに応答しない場合もあるように、および／またはトリガを開
始したデバイスに応答できるように変更され得る。１１００８で、ＳＭＳ－ＳＣは、ＳＭ
Ｓが配信された（またはされなかった）かどうかを報告することができる。トリガ報告は
、図９に示されるフィールドの１または複数を含むことができる。
【００９１】
　実施形態は、ＭＴＣ－ＩＷＦを通じた（例えば制御プレーンを通じた）Ｄ２Ｄトリガリ
ングを企図する。発信元デバイスは、ＮＡＳメッセージにおいてＤＴ要求メッセージを、
例えばＴ５基準点を通じてＭＴＣ－ＩＷＦに送信することができる。例示の技法は図１２
に示される。１２００１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、例えばＮＡＳメッセージにおいて
トリガ要求を、サービングノードに送信することができる。トリガ要求は、図８に示され
るフィールドの１または複数を含むことができる。
【００９２】
　１２００２で、サービングノードは、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵの外部識別子を用いて、用
いられ得るＭＴＣ－ＩＷＦのルックアップを行うことができる。ルックアップ機能は、例
えばＨＳＳ（図示せず）および／またはＤＮＳサーバ（図示せず）内に存在することがで
きる。サービングノードは、ＭＴＣ－ＩＷＦのアドレス（例えばＩＰアドレス、ＳＳ７ア
ドレス、および／またはＩＳＤＮなど）を取得することができる。
【００９３】
　１２００４で、サービングノードは、例えばＴ５基準点（図示せず）を通じてＭＴＣ－
ＩＷＦにトリガ要求を送信することができる。トリガ要求は、図８に示されるフィールド
の１または複数を含むことができる。
【００９４】
　１２００６で、トリガを受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに配信するために、１または複数のトリ
ガ配信手順が用いられ得る。トリガ応答および／または確認メッセージは、ＭＴＣ－ＩＷ
Ｆによってサービングノードに返され得る。
【００９５】
　いくつかの実施形態ではトリガメッセージは、受信側がＭＴＣ－ＩＷＦに応答しない場
合もあるように、および／またはトリガを開始したデバイスに応答できるように変更され
得る。いくつかの実施形態では、ＭＴＣ－ＩＷＦは、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵが受信側デバ
イスをトリガすることを承認され得ることを確証することができる。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、他のシナリオの中でも恐らくトリガがグループ識別子に向か
って送信される場合は、トリガ要求を、１または複数の個々のデバイスに向かって送信さ
れ得るおよび／またはより小さなグループにブロードキャストされ得る、１または複数の
個々のトリガ要求に分解することがＭＴＣ－ＩＷＦの役割となり得る。
【００９７】
　１２００８で、ＭＴＣ－ＩＷＦは、サービングノードにトリガ報告をもたらすことがで
きる。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの１または複数を含むことができる。１
２０１０で、サービングノードは、例えばＮＡＳメッセージにおいて、トリガ報告を送信
側ＵＥ／ＷＴＲＵにもたらすことができる。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの
１または複数を含むことができる。
【００９８】
　実施形態は、サービングノードを介したＤ２Ｄトリガリングを企図する。発信元デバイ
スは、例えばＮＡＳメッセージにおいて、ＤＴ要求メッセージを受信側のサービングノー
ドに送信することができる。サービングノードは、例えばＭＳＣ、ＳＧＳＮ、Ｓ－ＧＷお
よび／またはＭＭＥなどとすることができる。例示の技法は図１３に示される。１３００
１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、例えばＮＡＳメッセージにおいて、トリガ要求をサービ
ングノードに送信することができる。トリガ要求は、図８に示されるフィールドの１また
は複数を含むことができる。
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【００９９】
　１３００２で、サービングノードは、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵの外部識別子を用いて、受
信側のサービングノードのルックアップを行うことができる。この動作は、例えばＳ６ａ
基準点および／またはＳ１１基準点（図示せず）を通じたものとすることができる。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、他のシナリオの中でも恐らくトリガがグループ識別子に向か
って送信される場合は、トリガ要求を、１または複数の個々のデバイスに向かって送信さ
れ得るおよび／またはより小さなグループにブロードキャストされ得る、１または複数の
個々のトリガ要求に分解することがサービングノードの役割となり得る。
【０１０１】
　１３００４で、送信側サービングノードは、例えばＳ１０基準点（図示せず）を介して
、トリガ要求を受信側サービングノードに送信することができる。トリガ要求は、図８に
示されるフィールドの１または複数を含むことができる。
【０１０２】
　１３００６で、トリガメッセージは、例えばＮＡＳメッセージングを介して受信側に送
信され得る。トリガ応答および確認メッセージは、例えばＳ１０基準点（図示せず）を介
して送信側のサービングノードに返され得る。
【０１０３】
　１３００８で、受信側サービングノードは、トリガ報告を送信側サービングノードにも
たらすことができる。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの１または複数を含むこ
とができる。
【０１０４】
　１３０１０で、送信側のサービングノードは、例えばＮＡＳメッセージにおいて、トリ
ガ報告を送信側ＵＥ／ＷＴＲＵにもたらすことができる。トリガ報告は、図９に示される
フィールドの１または複数を含むことができる。
【０１０５】
　実施形態は、直接Ｄ２Ｄ無線リンクを介したＤ２Ｄトリガリングを企図する。実施形態
は、近接した少なくとも２つのデバイスが、制御プレーンまたは小規模データ交換に適し
得る（これは恐らくいくつかの実施形態では、持続した通信および／または大量のデータ
のためには適さない場合がある）直接無線リンクを有し得るシナリオを企図する。中でも
このようなシナリオでは、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、恐らく、例えば３ＧＰＰコアネット
ワークを介してＩＰ接続を確立することが有用となり得ることを受信側デバイスに通知す
るために、直接無線リンクを通じてトリガメッセージを送信することができる。例示の技
法は図１４に示される。
【０１０６】
　１４００１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、直接Ｄ２Ｄ無線リンクを通じて、トリガ要求
を受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに直接送信することができる。トリガ要求は、図８に示されるフ
ィールドの１または複数を含むことができる。いくつかの実施形態ではトリガ要求は、送
信側ＵＥ／ＷＴＲＵのＩＰアドレスを含むことができる。いくつかの実施形態ではトリガ
は、１または複数、または複数のデバイスをトリガするために用いられ得るブロードキャ
ストメッセージにおいて送信され得る。
【０１０７】
　１４００２で、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、直接Ｄ２Ｄ無線リンクを介して、トリガ報告
を送信側ＵＥ／ＷＴＲＵにもたらすことができる。トリガ報告は、図９に示されるフィー
ルドの１または複数を含むことができる。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では直接Ｄ２Ｄ無線リンクは、ＩＥＥＥ８０２．１１および／また
はＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコルをベースとする無線リンクなどであるがそれらに
限定されない、非セルラ無線リンクとすることができる。例えばＩＥＥＥ８０２．１５．
４プロトコルをベースとする無線リンクは、３ＧＰＰコアネットワークを介して送信側と
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のＩＰ接続を確立するように受信側に依頼することができる、トリガメッセージを運ぶこ
とができる。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では直接Ｄ２Ｄ無線リンクは、例えばＩＥＥＥ８０２．１５．４メ
ッシュネットワークの場合などにおいて、１または複数のヘルパノードによって容易にさ
れ得る。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では直接Ｄ２Ｄ無線リンクは、直接セルラ無線リンクとすることが
できる。無線リンクは、恐らくコアネットワークの関与なしに、制御プレーン情報（また
はショートメッセージ）の直接交換を可能にし得る。このリンクは、受信側に例えば３Ｇ
ＰＰコアネットワークを介した送信側とのＩＰ接続を確立するように依頼することができ
る、トリガメッセージを運ぶことができる。
【０１１１】
　実施形態は、間接Ｄ２Ｄ無線リンクを介した（例えば基地局／ノードＢ／ｅノードＢを
介した）Ｄ２Ｄトリガリングを企図する。１または複数の実施形態では、送信側ＵＥ／Ｗ
ＴＲＵは、１または複数の発見技法を用いて、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵが近接にあり得るこ
とを決定することができる。いくつかの実施形態では、送信側および受信側ＵＥ／ＷＴＲ
Ｕが近接していることは、それらが同じ基地局の背後にある、および／またはそれらの基
地局がトリガを交換するためのインターフェースをサポートできることを示唆し得る。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、１または複数の発見技法は、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵに、受信
側の基地局の識別および／または受信側のＲＮＴＩをもたらすことができる。送信側ＵＥ
／ＷＴＲＵは、間接無線リンク（例えば基地局／ノードＢ／ｅノードＢによって中継され
る）を通じて、トリガメッセージを受信側ＵＥ／ＷＴＲＵに送信することができる。例示
の技法は図１５に示される。
【０１１３】
　１５００１で、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、トリガ要求を送信側基地局／ノードＢ／ｅノ
ードＢに送信することができる。トリガ要求は、図８に示されるフィールドの１または複
数を含むことができる。いくつかの実施形態ではトリガ要求は、送信側ＵＥ／ＷＴＲＵの
ＩＰアドレスを含むことができる。
【０１１４】
　１５００２で、送信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢは、トリガ要求を受信側基地局／
ノードＢ／ｅノードＢに転送することができる。いくつかの実施形態では、送信側基地局
／ノードＢ／ｅノードＢは、受信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢと同じとすることがで
きる。
【０１１５】
　１５００４で、受信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢは、トリガ要求を受信側ＵＥ／Ｗ
ＴＲＵに転送することができる。いくつかの実施形態ではトリガは、１または複数、また
は複数のデバイスをトリガするために用いられ得る、ブロードキャストメッセージにおい
て送信され得る。
【０１１６】
　１５００６で、受信側ＵＥ／ＷＴＲＵは、トリガ報告を受信側基地局／ノードＢ／ｅノ
ードＢにもたらすことができる。トリガ報告は、図９に示されるフィールドの１または複
数を含むことができる。
【０１１７】
　１５００８で、受信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢは、トリガ報告を送信側基地局／
ノードＢ／ｅノードＢに転送することができる。いくつかの実施形態では、受信側基地局
／ノードＢ／ｅノードＢは、送信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢと同じとすることがで
きる。１５０１０で、送信側基地局／ノードＢ／ｅノードＢは、トリガ報告を送信側ＵＥ
／ＷＴＲＵに転送することができる。
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【０１１８】
　上記では特徴および要素について特定の組合せで述べたが、当業者には各特徴または要
素は単独で、または他の特徴および要素との任意の組合せで用いられ得ることが理解され
よう。本明細書で述べられる方法は、コンピュータまたはプロセッサによる実行のために
コンピュータ可読媒体に組み込まれた、コンピュータプログラム、ソフトウェアまたはフ
ァームウェアにおいて実現され得る。コンピュータ可読媒体の例は、電子信号（有線もし
くは無線接続を通じて送信される）、およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュ
ータ可読記憶媒体の例は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリ
装置、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、並
びにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む
が、それらに限定されない。ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末装置、基地局、ＲＮＣまたは任意のホ
ストコンピュータにおける使用のために、無線周波数トランシーバを実現するように、ソ
フトウェアと関連してプロセッサが用いられ得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｅ】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】



(27) JP 6175512 B2 2017.8.2

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  マイケル　エフ．スターシニック
            アメリカ合衆国　１８９４０　ペンシルベニア州　ニュータウン　アンドリュー　ドライブ　１９
            ０
(72)発明者  ドン　リージュン
            アメリカ合衆国　９２１２６　カリフォルニア州　サン　ディエゴ　グリーンフォード　ドライブ
            　１０５３０
(72)発明者  チン　リー
            アメリカ合衆国　０８５５０　ニュージャージー州　プリンストン　ジャンクション　ホウソーン
            　ドライブ　２５
(72)発明者  ディン　ゾンルイ
            アメリカ合衆国　９７２２９　オレゴン州　ポートランド　ノースウェスト　クラディー　レーン
            　５１０７

    審査官  田畑　利幸

(56)参考文献  特表２０１５－５１９７９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              ETRI，Device Triggering from the MTC device，3GPP TSG-SA WG2 Meeting #86 S2-113401，[o
              nline]，２０１１年　７月　５日，pages 1-4，[検索日 2016.05.31]，ＵＲＬ，http://www.3gp
              p.org/ftp/tsg_sa/WG2_Arch/TSGS2_86_Naantali/Docs/S2-113401.zip
              Huawei, Hisilicon，MTC Device Bearer Level Trigger，3GPP TSG-SA WG2 Meeting #87 S2-114
              189，[online]，２０１１年１０月　４日，pages 1-6，[検索日 2016.05.31]，ＵＲＬ，http://
              www.3gpp.org/ftp/tsg_sa/WG2_Arch/TSGS2_87_Jeju_Island/Docs/S2-114189.zip
              3GPP TR 23.888 V11.0.0 (2012-09)，[online]，２０１２年　９月１８日，page 107，[検索日 
              2016.05.31]，ＵＲＬ，http://www.3gpp.org/ftp/Specs/2012-09/Rel-11/23_series/23888-b00.
              zip
              Alcatel-Lucent，Serving node selection for SMS delivery or Device triggering，3GPP TSG
              -SA WG2 Meeting #89 S2-120806，[online]，２０１２年　１月３１日，pages 1-4，[検索日 20
              16.05.31]，ＵＲＬ，http://www.3gpp.org/ftp/tsg_sa/WG2_Arch/TSGS2_89_Vancouver/Docs/S2-
              120806.zip

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

